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資料 3 

子どもの生活実態調査 

結果概要 

 

１ 調査の概要 

(1) 調査目的 

子どもの生活習慣や家庭の状況等を把握し、今後の施策展開の基礎資料とすることを目的と

する。 

 

(2) 調査方法 

① 調査地域  岩国市全域 

② 調査方法  学校配布・郵送回収（インターネットによる回答を併用） 

③ 調査対象  市内の学校に通学する小学５年生 979 世帯・中学２年生 1,086 世帯 

④ 調査時期  令和６年５月 16日～令和６年６月３日 

 

(3) 回収結果 

 配布数（票） 有効回収数（票） 有効回答率（％） 

全体 
保護者 2,065 票 1,061 票 51.4% 

子ども 2065 票 964 票 46.7% 

小学 

5 年生 

保護者 979 票 520 票 53.1% 

子ども 979 票 466 票 47.6% 

中学 

2 年生 

保護者 1,086 票 541 票 49.8% 

子ども 1,086 票 498 票 45.9% 

 

(4) 報告書の見方 

 本文及び図中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これらの数値は小数

点以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が 100.0％とならない場

合がある。 

 ２つ以上の回答（複数回答）を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えること

がある。 

 グラフ中の「ｎ」は質問に対する回答数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを示

す比率算出の基数である。 
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53.8 

12.6 

9.6 

35.3 

31.5 

29.8 

5.3 

48.6 

54.3 

5.6 

7.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=928)

ひとり親世帯：全体(n=111)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=94)

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満 無回答

48.9 

49.6 

48.2 

34.7 

33.8 

35.5 

10.0 

9.2 

10.7 

6.4 

7.3 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

中央値以上 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値の2分の1未満 無回答

２ 保護者票調査結果 

(1) 等価世帯収入の水準 

 本資料においては、世帯の年間収入の水準について、「子どもと同居し、生計を同一にし

ている家族の人数」の情報も踏まえて下記のような処理をし、「等価世帯収入」による分

類を行う。 

 また、特に「中央値の２分の１未満」に該当する世帯を、「貧困」の課題を抱えている世

帯であると考え、集計・分析を行っている。また、「中央値の２分の１以上中央値未満」

に該当する世帯も「貧困」の課題を抱えるリスクが高い世帯であると考え、回答傾向の把

握を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準について、「中央値の２分の１以上中央値未満」に該当する割合は、

小学５年生保護者で 33.8％、中学２年生保護者で 35.5％、「中央値の２分の１未満」に該

当する割合は小学５年生保護者で 9.2％、中学２年生保護者で 10.7％となっている。 

【等価世帯収入の水準】 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成別にみると、「中央値の２分の１未満」に該当する割合は、ひとり親世帯で４割

台となっており、母子世帯では５割を超えている。 

【等価世帯収入の水準（世帯構成別）】 

 

 

 

 

 

 

  

 年間収入に関する回答の各選択肢の中央値をその世帯の収入の値とする（例えば、「50万円未満」であれば25万

円、「50～100 万円未満」であれば 75 万円とする。なお、「1,000 万円以上」は 1,050 万円とする）。 

 上記の値を、保護者票で把握される同居家族の人数の平方根をとったもので除す。 

 上記の方法で算出した値（等価世帯収入）の中央値を求め、さらに、その２分の１未満であるか否かで分類する。 
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2.1 

2.3 

1.8 

11.1 

11.9 

10.4 

58.4 

59.8 

57.1 

22.3 

21.0 

23.7 

5.3 

4.6 

5.9 

0.8 

0.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

3.7 

0.3 

0.9 

18.7 

4.1 

1.9 

63.4 

56.3 

37.7 

12.3 

32.9 

37.7 

1.3 

6.3 

20.8 

0.6 

0.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

2.0 

1.8 

1.1 

11.7 

5.4 

3.2 

60.6 

44.1 

43.6 

20.5 

35.1 

37.2 

4.4 

12.6 

14.9 

0.8 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=928)

ひとり親世帯：全体(n=111)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=94)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答

(2) 現在の暮らしの状況 

 現在の暮らしの状況について、『苦しい』（「苦しい」+「大変苦しい」）と回答した割合は

小学５年生保護者で 25.6％、中学２年生保護者で 29.6％、となっている。 

【現在の暮らしの状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、『苦しい』と回答した割合は、等価世帯収入の水準が低

いほど高く、「中央値の２分の１未満」の層で５割台後半となっている。 

【現在の暮らしの状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成別にみると、『苦しい』と回答した割合は、ひとり親世帯で４割台となっており、

母子世帯では５割を超えている。 

【現在の暮らしの状況（世帯構成別）】 
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0.4 

1.1 

2.8 

2.3 

8.2 

17.0 

4.0 

13.0 

24.5 

92.9 

76.9 

55.7 

0.4 

0.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

1.0 

0.9 

1.1 

5.2 

11.7 

12.8 

7.8 

19.8 

21.3 

85.2 

67.6 

64.9 

0.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=928)

ひとり親世帯：全体(n=111)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=94)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

(3) 食料における経済的状況 

 食料における経済状況について、等価世帯収入の水準別にみると、『あった』（「よくあっ

た」+「ときどきあった」+「まれにあった」）と回答した割合は、等価世帯収入の水準が

低いほど高く、「中央値の２分の１未満」の層で４割台となっている。 

【食料における経済的状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成別にみると、『あった』と回答した割合は、ひとり親世帯で３割台となっている。 

【食料における経済的状況（世帯構成別）】 
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(4) 就労状況 

 母親の就労状況について、等価世帯収入の水準別にみると、「正社員・正規職員・会社役

員」と回答した割合は、「中央値以上」で 39.1％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で

23.6％、「中央値の２分の１未満」で 25.5％となっている。 

【母親の就労状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 父親の就労状況について、等価世帯収入の水準別にみると、「正社員・正規職員・会社役

員」と回答した割合は、「中央値以上」で 89.2％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で

79.3％、「中央値の２分の１未満」で 44.3％となっている。 

【父親の就労状況（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.1 

23.6 

25.5 

3.9 

2.7 

3.8 

33.7 

50.8 

46.2 

8.5 

6.0 

6.6 

14.1 

14.7 

15.1 

0.0 

0.5 

0.0 

0.8 

1.1 

0.9 

0.0 

0.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）
働いていない（専業主婦／主夫を含む）
わからない
いない
無回答

89.2 

79.3 

44.3 

0.0 

1.9 

2.8 

0.4 

1.1 

0.0 

8.9 

11.7 

11.3 

0.2 

0.0 

0.9 

0.2 

0.3 

6.6 

0.2 

2.2 

16.0 

1.0 

3.5 

17.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む）
働いていない（専業主婦／主夫を含む）
わからない
いない
無回答



6 

(5) 子どもとの関わり方 

 子どもとの関わり方について、小学５年生保護者では、『あてはまる』（「あてはまる」+「ど

ちらかといえば、あてはまる」）と回答した割合は、「テレビ・ゲーム・インターネット等

の視聴時間等のルールを決めている」で 79.1％、「子どもから、勉強や成績のことについ

て話をしてくれる」で 81.4％となっている。 

【子どもとの関わり方】 

（小学５年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学２年生保護者では、『あてはまる』と回答した割合は、「子どもが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた」で 79.4％、「子どもから、勉強や成績のことについて話をしてく

れる」で 78.9％となっている。 

（中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.1 

22.3 

43.3 

43.3 

36.0 

38.5 

33.7 

38.1 

15.4 

24.6 

17.7 

13.7 

5.6 

14.4 

5.2 

4.8 

0.0 

0.2 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

子どもに本や新聞を読むように

勧めている

子どもが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた

子どもから、勉強や成績のことに

ついて話をしてくれる

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

n=520

26.6 

17.7 

44.5 

44.5 

38.6 

35.1 

34.9 

34.4 

22.6 

25.9 

15.3 

16.1 

12.0 

20.9 

5.0 

4.6 

0.2 

0.4 

0.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

子どもに本や新聞を読むように

勧めている

子どもが小さいころ、絵本の

読み聞かせをしていた

子どもから、勉強や成績のことに

ついて話をしてくれる

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答

n=541
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(6) 子どもの行事への参加状況 

 子どもの行事への参加状況について、『参加している』（「よく参加している」+「ときどき

参加している」）と回答した割合は、「授業参観や運動会などの学校行事への参加」が小学

５年生保護者で 97.3％、中学２年生保護者で 95.5％、「ＰＴＡ活動や子ども会活動などへ

の参加」が小学５年生保護者で 61.9％、中学２年生保護者で 65.4％となっている。 

【子どもの行事への参加状況】 

（小学５年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生保護者） 

 

 

 

 

 

 

  

87.5 

32.1 

9.8 

29.8 

2.5 

26.2 

0.2 

11.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業参観や運動会などの

学校行事への参加

ＰＴＡ活動や子ども会活動

などへの参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

n=520

75.0 

27.9 

20.5 

37.5 

3.9 

25.5 

0.2 

8.9 

0.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業参観や運動会などの

学校行事への参加

ＰＴＡ活動や子ども会活動

などへの参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

n=541
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0.4 

1.1 

3.8 

15.8 

26.4 

30.2 

14.6 

20.9 

18.9 

1.0 

1.1 

1.9 

2.5 

5.7 

3.8 

45.5 

23.1 

24.5 

4.2 

1.9 

2.8 

0.4 

0.5 

0.9 

14.8 

19.0 

13.2 

0.8 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

0.9 

1.5 

0.4 

21.0 

19.0 

22.9 

17.2 

18.1 

16.3 

1.0 

0.6 

1.5 

3.9 

3.8 

3.9 

34.9 

33.7 

36.0 

3.1 

3.7 

2.6 

0.5 

0.2 

0.7 

16.8 

18.8 

14.8 

0.8 

0.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

(7) 子どもの将来の進学展望 

 子どもの将来の進学展望について、『大学以上』（「中学、高校（または５年制の高等専門

学校）、大学」+「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学、大学院」）と回答し

た割合は小学５年生保護者で 37.4％、中学２年生保護者で 38.6％となっている。 

【子どもの将来の進学展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、『大学以上』と回答した割合は、等価世帯収入の水準が

低い世帯で２割台となっている。 

【子どもの将来の進学展望（等価世帯収入の水準別）】 
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0.8 

2.7 

3.2 

19.7 

29.7 

27.7 

16.8 

21.6 

22.3 

1.1 

0.9 

0.0 

4.3 

0.9 

1.1 

36.6 

24.3 

23.4 

3.0 

3.6 

3.2 

0.5 

0.0 

0.0 

16.3 

16.2 

19.1 

0.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=928)

ひとり親世帯：全体(n=111)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=94)

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
まだわからない
無回答

 世帯構成別にみると、『大学以上』と回答した割合は、ひとり親世帯で約３割となってい

る。 

【子どもの将来の進学展望（世帯構成別）】 
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90.2 

92.9 

87.6 

4.1 

3.3 

4.8 

4.2 

2.9 

5.5 

1.5 

1.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

88.7 

90.8 

86.7 

4.7 

3.1 

6.3 

4.6 

4.4 

4.8 

2.0 

1.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

65.3 

64.8 

65.8 

11.8 

12.5 

11.1 

20.7 

20.8 

20.7 

2.2 

1.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無回答

(8) 頼れる人の有無 

 子育てに関する相談で頼れる人の有無について、「いない」と回答した割合は小学５年生

保護者で 3.3％、中学２年生保護者で 4.8％となっている。 

 重要な事柄の相談で頼れる人の有無について、「いない」と回答した割合は小学５年生保

護者で 3.1％、中学２年生保護者で 6.3％となっている。 

 いざという時のお金の援助を頼れる人の有無について、「いない」と回答した割合は小学

５年生保護者で 12.5％、中学２年生保護者で 11.1％となっている。 

＜子育てに関する相談＞ 

【子育てに関する相談で頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

＜重要な事柄の相談＞ 

【重要な事柄の相談で頼れる人の有無】 

 

 

 

 

 

 

＜いざという時のお金の援助＞ 

【いざという時のお金の援助を頼れる人の有無】 
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5.8 

4.4 

7.2 

12.6 

12.3 

12.9 

15.1 

15.2 

15.0 

26.6 

26.9 

26.2 

39.2 

40.6 

37.9 

0.7 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,061)

小学5年生保護者

(n=520)

中学2年生保護者

(n=541)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

2.9 

7.9 

14.2 

9.6 

16.8 

18.9 

11.8 

19.6 

16.0 

26.8 

26.9 

23.6 

48.7 

28.5 

27.4 

0.2 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=519)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=368)

中央値の2分の1未満

(n=106)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

5.3 

9.9 

10.6 

12.5 

15.3 

13.8 

13.9 

23.4 

20.2 

26.4 

28.8 

29.8 

41.3 

22.5 

25.5 

0.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=928)

ひとり親世帯：全体(n=111)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=94)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

(9) 生活における満足度 

 生活における満足度について、「８～10 点」と回答した割合は小学５年生保護者で 40.6％、

中学２年生保護者で 37.9％、「０～２点」と回答した割合は小学５年生保護者で 4.4％、

中学２年生保護者で 7.2％となっている。 

【生活における満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、「０～２点」と回答した割合は、等価世帯収入の水準が

低いほど高くなっている。 

【生活における満足度（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成別にみると、「０～２点」と回答した割合に特徴的な差は見られない。 

【生活における満足度（世帯構成別）】 
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3 子ども票調査結果 

(1) 授業以外での勉強の状況 

 授業以外での勉強の状況について、等価世帯収入の水準別にみると、小学５年生では、「塾

で勉強する」と回答した割合は、「中央値以上」で 28.6％、「中央値の２分の１以上中央値

未満」で 17.1％、「中央値の２分の１未満」で 15.9％となっている。 

【授業以外での勉強の状況（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.2 

50.9 

28.6 

18.8 

0.9 

0.0 

0.0 

4.7 

4.3 

1.3 

75.0 

48.7 

17.1 

19.7 

0.7 

1.3 

0.0 

6.6 

3.3 

2.0 

70.5 

36.4 

15.9 

11.4 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

11.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分で勉強する

家の人に教えてもらう

塾で勉強する

友だちと勉強する

学校の補習を受ける

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家庭教師に教えてもらう

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上(n=234)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=152)

中央値の2分の1未満(n=44)
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 中学２年生では、「塾で勉強する」と回答した割合は、「中央値以上」で 39.3％、「中央値

の２分の１以上中央値未満」で 25.9％、「中央値の２分の１未満」で 43.1％となっている。 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.9 

33.5 

39.3 

20.9 

5.0 

1.3 

0.4 

3.3 

5.4 

0.4 

78.9 

31.3 

25.9 

22.3 

6.0 

1.8 

1.8 

1.8 

10.2 

0.6 

86.3 

29.4 

43.1 

25.5 

9.8 

2.0 

3.9 

2.0 

3.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分で勉強する

家の人に教えてもらう

塾で勉強する

友だちと勉強する

学校の補習を受ける

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家庭教師に教えてもらう

その他

学校の授業以外で勉強はしない

無回答

中央値以上(n=239)

中央値の2分の1以上中央値未満(n=166)

中央値の2分の1未満(n=51)
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(2) 授業の理解度 

 授業の理解度について、『わからない』（「教科によってはわからないことがある」+「わか

らないことが多い」+「ほとんどわからない」）と回答した割合は小学５年生で 28.1％、中

学２年生で 49.6％となっている。 

【授業の理解度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、『わからない』と回答した割合は、小学５年生、中学２

年生ともに、等価世帯収入の水準が低いほど高くなっている。 

【授業の理解度（等価世帯収入の水準別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.9 

10.5 

20.5 

51.7 

56.6 

40.9 

19.2 

27.6 

31.8 

1.7 

3.9 

4.5 

0.4 

1.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=234)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=152)

中央値の2分の1未満

(n=44)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

16.7 

6.0 

2.0 

37.2 

39.8 

39.2 

40.2 

43.4 

47.1 

4.6 

9.0 

5.9 

0.8 

1.2 

3.9 

0.4 

0.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=239)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=166)

中央値の2分の1未満

(n=51)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

15.5 

19.7 

11.4 

44.9 

52.1 

38.2 

33.2 

24.2 

41.6 

4.8 

3.0 

6.4 

1.2 

0.9 

1.6 

0.4 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答
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12.9 

5.2 

4.0 

39.3 

36.2 

34.0 

39.5 

51.7 

54.0 

6.1 

6.9 

8.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=410)

ひとり親世帯：全体(n=58)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答

 世帯構成別にみると、『わからない』と回答した割合は、小学５年生のひとり親世帯で４

割台、中学２年生のひとり親世帯で５割台、母子世帯のみで６割台となっている。 

【授業の理解度（世帯構成別）】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.9 

13.9 

12.9 

53.4 

44.4 

45.2 

22.9 

41.7 

41.9 

3.1 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=423)

ひとり親世帯：全体(n=36)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=31)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答
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(3) 希望する進学先 

 希望する進学先について、『大学以上』（「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大

学」+「中学、高校（または 5 年制の高等専門学校）、大学、大学院」）と回答した割合は

小学５年生で 26.6％、中学２年生で 29.7％となっている。 

【希望する進学先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、『大学以上』と回答した割合は、中学２年生では「中央

値以上」で 38.5％、「中央値の２分の１以上中央値未満」で 19.9％、「中央値の２分の１

未満」で 25.5％となっている。 

【希望する進学先（等価世帯収入の水準別）】 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.6 

0.0 

17.2 

20.5 

21.6 

10.5 

12.0 

23.5 

1.7 

3.0 

0.0 

2.9 

8.4 

2.0 

35.6 

19.9 

21.6 

2.9 

0.0 

3.9 

0.4 

0.0 

0.0 

28.9 

34.9 

27.5 

0.0 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=239)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=166)

中央値の2分の1未満

(n=51)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答

1.1 

2.1 

0.2 

18.4 

18.2 

18.5 

14.4 

16.1 

12.9 

1.3 

0.9 

1.8 

3.4 

2.1 

4.6 

25.1 

22.5 

27.5 

3.1 

4.1 

2.2 

0.4 

0.6 

0.2 

32.2 

32.4 

31.9 

0.5 

0.9 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答
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 世帯構成別にみると、『大学以上』と回答した割合は、中学２年生ではひとり親世帯で１

割台となっている。 

【希望する進学先（世帯構成別）】 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.2 

0.0 

0.0 

18.3 

19.0 

20.0 

11.0 

25.9 

22.0 

1.7 

3.4 

2.0 

4.6 

5.2 

6.0 

30.5 

12.1 

12.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

31.2 

34.5 

38.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=410)

ひとり親世帯：全体(n=58)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=50)

中学

中学、高校

中学、高校、専門学校

中学、5年制の高等専門学校

中学、高校、短大

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学

中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院

その他

まだわからない

無回答
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86.3 

97.8 

91.2 

8.2 

1.6 

5.6 

1.6 

0.4 

2.4 

3.6 

0.0 

0.6 

0.2 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

夏休みや冬休みなどの

期間の昼食

毎日食べる（週7日） 週5～6日 週3～4日 週1～2日ほとんど食べない 無回答

n=498

(4) 生活習慣 

①食事の習慣 

 食事の習慣について、「毎日食べる（週７日）」と回答した割合は、朝食では小学５年生で

91.6％、中学２年生で 86.3％、夕食では小学５年生で 98.3％、中学２年生で 97.8％、夏

休みや冬休みなどの期間の昼食では小学５年生で 95.5％、中学２年生で 91.2％となって

いる。 

【食事の習慣】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

②就寝の習慣 

 就寝時間について、『同じ時間に寝ていない』（「そうではない」+「どちらかといえばそう

ではない」）と回答した割合は小学５年生で 14.8％、中学２年生で 13.8％となっている。 

【同じ時間の就寝の習慣】 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.6 

98.3 

95.5 

4.9 

0.6 

2.1 

0.9 

0.2 

0.9 

2.1 

0.2 

0.4 

0.4 

0.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

夏休みや冬休みなどの

期間の昼食

毎日食べる（週7日） 週5～6日 週3～4日 週1～2日ほとんど食べない 無回答

n=466

36.1 

36.9 

35.3 

49.1 

47.6 

50.4 

9.9 

10.1 

9.6 

4.5 

4.7 

4.2 

0.5 

0.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

そうである どちらかといえばそうである

どちらかといえばそうではない そうではない

無回答
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③ゲームやインターネット視聴の習慣 

 ゲームやインターネット視聴の習慣について、『２時間以上』と回答した割合は、学校が

ある日（月～金曜日）が小学５年生で 35.4％、中学２年生で 58.4％、学校がない日（土・

日曜日・祝日）が小学５年生で 65.7％、中学２年生で 80.6％となっている。 

【ゲームやインターネット視聴の習慣】 

（小学５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.4 

30.3 

9.0 

13.9 

20.0 

21.5 

34.8 

21.0 

23.6 

8.6 

5.8 

2.1 

0.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がある日

（月～金曜日）

学校がない日

（土・日曜日・祝日）

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない
2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない
1時間より少ない まったくしない
無回答

n=466

12.0 

39.6 

14.5 

20.3 

31.9 

20.7 

28.5 

12.7 

11.0 

2.8 

1.8 

1.0 

0.2 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がある日

（月～金曜日）

学校がない日

（土・日曜日・祝日）

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない
2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない
1時間より少ない まったくしない
無回答

n=498
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56.0 

35.8 

74.9 

43.5 

64.2 

24.1 

0.5 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

持っている 持っていない 無回答

④スマートフォンの所有状況 

 スマートフォンの所有状況について、「持っている」と回答した割合は小学５年生で35.8％、

中学２年生で 74.9％となっている。 

【スマートフォンの所有状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スマートフォンを使用する際の取り決めについて、「決めていない」と回答した割合は小

学５年生で 5.4％、中学２年生で 14.2％となっている。 

 

【スマートフォンを使用する際の取り決め】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77.2 

54.8 

54.4 

51.9 

46.5 

11.5 

0.6 

82.6 

68.3 

62.3 

64.7 

49.7 

5.4 

0.6 

74.8 

48.8 

50.9 

46.1 

45.0 

14.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

勝手な課金をしない

使ってよいアプリ

人のわるぐちや自分がよくわからない

うわさ話を投稿しない

自分や家族、友だちの名前や場所が

わかる内容や写真は投稿しない

使える時間帯

決めていない

無回答

全体(n=540)

小学5年生(n=167)

中学2年生(n=373)
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(5) 悩みや困りごと 

 悩みごとについて、何らかの悩みを回答した割合は、小学５年生で 25.2％、中学２年生で

48.6％となっている。 

 悩みごとの内容について、小学５年生では「友だちのこと」、「学校の成績（勉強のこと）」、

中学２年生では「学校の成績（勉強のこと）」、「進路のこと」と回答した割合が上位とな

っている。 

【悩みごとの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.0 

4.7 

12.7 

1.3 

1.3 

2.4 

0.9 

1.3 

1.9 

0.0 

1.9 

72.7 

2.1 

34.1 

23.9 

13.3 

11.4 

3.0 

2.6 

2.6 

1.6 

1.6 

1.2 

1.0 

1.2 

48.4 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学校の成績（勉強のこと）

進路のこと

友だちのこと

部活動のこと

家族の人間関係のこと

自分と家族との関係のこと

自分のために使える時間が少ないこと

学校生活に必要なお金のこと

食費など生活に必要なお金のこと

塾や習い事ができないこと

お世話の必要な家族のこと

その他

特にない

無回答
小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

※小学5年生調査票にはない選択肢
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 悩みや困りごとの相談相手について、「親」や「学校の友だち」に続いて、「学校の先生」

が上位となっている。 

 「相談できる人がいない」と回答した割合は、小学５年生で 0.6％、中学２年生で 1.4％

となっている。 

【悩みや困りごとの相談相手】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.8 

60.0 

36.1 

27.2 

21.2 

15.7 

4.5 

4.0 

2.2 

2.0 

1.0 

4.6 

0.9 

87.8 

55.4 

41.0 

29.6 

27.7 

15.2 

4.5 

5.4 

0.6 

2.8 

0.6 

2.1 

0.2 

70.5 

64.3 

31.5 

24.9 

15.1 

16.1 

4.4 

2.8 

3.6 

1.2 

1.4 

6.8 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

親

学校の友だち

学校の先生

きょうだい

祖父母など

学校外の友だち（塾・習い事や、地域のスポーツクラブや

文化クラブなどで出会う、別の学校の友だちなど）

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

その他の大人（塾・習い事の先生や、地域の

スポーツクラブや文化クラブ、地域の人など）

ネットで知り合った人

相談窓口（電話・メール・ＳＮＳ）

相談できる人がいない

相談したくない

無回答

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)
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3.8 

0.0 

1.1 

4.9 

6.3 

5.3 

7.8 

10.7 

10.5 

19.2 

19.5 

20.0 

63.0 

63.5 

61.1 

1.3 

0.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=473)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=318)

中央値の2分の1未満

(n=95)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

2.3 

1.9 

2.6 

5.1 

4.5 

5.6 

9.3 

8.2 

10.4 

19.6 

15.7 

23.3 

62.8 

69.3 

56.6 

0.9 

0.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

4.4 

4.5 

4.2 

9.9 

9.4 

10.2 

11.3 

10.3 

12.2 

19.8 

16.1 

23.3 

53.6 

59.4 

48.2 

1.0 

0.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

(6) 生活における満足度 

 生活における満足度について、「８～10 点」と回答した割合は小学５年生で 69.3％、中学

２年生で 56.6％、「０～２点」と回答した割合は小学５年生で 1.9％、中学２年生で 2.6％

となっている。 

 平均は小学５年生で 8.1 点、中学２年生で 7.5 点となっている。 

【生活における満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると、特徴的な差は見られない。 

【生活における満足度（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 学校における満足度 

 学校生活における満足度について、「８～10 点」と回答した割合は小学５年生で 59.4％、

中学２年生で 48.2％、「０～２点」と回答した割合は小学５年生で 4.5％、中学２年生で

4.2％となっている。 

 平均は小学５年生で 7.4 点、中学２年生で 7.0 点となっている。 

【学校生活における満足度】 
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2.1 

1.3 

2.8 

3.9 

3.6 

4.2 

6.3 

3.9 

8.6 

15.9 

12.0 

19.5 

71.2 

79.2 

63.7 

0.6 

0.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

2.7 

1.6 

0.0 

4.4 

3.5 

2.1 

4.9 

7.5 

7.4 

15.6 

17.3 

17.9 

71.5 

70.1 

70.5 

0.8 

0.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上(n=473)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=318)

中央値の2分の1未満

(n=95)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

2.0 

0.0 

0.0 

4.3 

1.1 

1.2 

5.8 

9.6 

8.6 

15.4 

23.4 

21.0 

71.9 

64.9 

67.9 

0.6 

1.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ふたり親世帯(n=833)

ひとり親世帯：全体(n=94)

ひとり親世帯：母子世帯のみ

(n=81)

0～2点 3～4点 5点 6～7点 8～10点 無回答

(8) 家庭における満足度 

 家庭生活における満足度について、「８～10 点」と回答した割合は小学５年生で 79.2％、

中学２年生で 63.7％、「０～２点」と回答した割合は小学５年生で 1.3％、中学２年生で

2.8％となっている。 

 平均は小学５年生で 8.7 点、中学２年生で 7.9 点となっている。 

【家庭生活における満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 等価世帯収入の水準別にみると特徴的な差は見られない。 

【家庭生活における満足度（等価世帯収入の水準別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯構成別にみると、「８～10 点」と回答した割合は、ひとり親世帯でやや低くなってい

る。 

【家庭生活における満足度（世帯構成別）】 
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(9) 子どもの居場所 

 子どもの居場所の利用状況について、「利用したことがある」と回答した割合は、「ごはん

を無料か安く食べることができる場所」で 17.3％、「勉強を無料でみてくれる場所」で

4.7％、「何でも相談できる場所」で 0.8％となっている。 

 「あれば利用したいと思う」と回答した割合は、「ごはんを無料か安く食べることができ

る場所」で 28.9％、「勉強を無料でみてくれる場所」で 36.3％、「何でも相談できる場所」

で 17.9％となっている。 

【子どもの居場所の利用状況】 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの居場所を利用したことによる変化について、「生活の中で楽しみなことが増えた」

と回答した割合は小学５年生で 25.0％、中学２年生で 12.4％、「気軽に話せる大人が増え

た」と回答した割合は小学５年生で 15.6％、中学２年生で 14.4％、「栄養のある食事をと

れることが増えた」と回答した割合は小学５年生で 18.8％、中学２年生で 9.3％となって

いる。 

【子どもの居場所を利用したことによる変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.3 

4.7 

0.8 

28.9 

36.3 

17.9 

19.6 

25.7 

36.2 

33.0 

32.1 

43.8 

1.1 

1.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごはんを無料か安く食べること

ができる場所

勉強を無料でみてくれる場所

何でも相談できる場所

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答

n=964

18.7 

15.0 

14.0 

13.0 

11.9 

11.9 

9.3 

4.1 

46.1 

8.3 

25.0 

15.6 

18.8 

15.6 

10.4 

9.4 

5.2 

6.3 

41.7 

9.4 

12.4 

14.4 

9.3 

10.3 

13.4 

14.4 

13.4 

2.1 

50.5 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生活の中で楽しみなことが増えた

気軽に話せる大人が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

友だちが増えた

ほっとできる時間が増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=193)

小学5年生(n=96)

中学2年生(n=97)
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15.1 

19.1 

11.4 

83.5 

80.0 

86.7 

1.3 

0.9 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

している していない 無回答

(10) 「ヤングケアラー」について 

 日常的な家族の世話の有無について、「している」と回答した割合は小学５年生で19.1％、

中学２年生で 11.4％となっている。 

【日常的な家族の世話の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 世話を「している」子どものうち、世話をすることで何らかの生活の影響を回答した割合

は小学５年生で 23.6％、中学２年生で 19.3％となっている。 

 経験した内容は、「自分の時間が取れない」と回答した割合は小学５年生で 9.0％、中学２

年生で 14.0％、「眠る時間がたりない」と回答した割合は小学５年生で 4.5％、中学２年

生で 7.0％となっている。 

【世話をすることで経験したこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.0 

6.2 

5.5 

4.1 

2.1 

1.4 

0.7 

2.7 

74.0 

4.1 

9.0 

10.1 

4.5 

2.2 

2.2 

1.1 

0.0 

4.5 

73.0 

3.4 

14.0 

0.0 

7.0 

7.0 

1.8 

1.8 

1.8 

0.0 

75.4 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の時間が取れない

友だちと遊ぶことができない

眠る時間がたりない

宿題など勉強する時間がない

学校を休んでしまう

習い事ができない

遅刻や早退をしてしまう

その他

特にない

無回答

全体(n=146)

小学5年生(n=89)

中学2年生(n=57)
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 世話を「している」子どものうち、家族の世話をすることへの考え方について、「家族の

お世話をするのは当たり前だと思う」と回答した割合は小学５年生で 65.2％、中学２年

生で 66.7％、「家族のお世話をするのはつらいと思うことがあるが仕方ない」と回答した

割合は小学５年生で 28.1％、中学２年生で 26.3％となっている。 

【家族の世話をすることへの考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世話を「している」子どものうち、世話をする上で大変さを回答している割合は小学５年

生で 50.6％、中学２年生で 26.3％となっている。 

 世話をする上で大変さについて、「気持ちの面で大変」と回答した割合は小学５年生で

23.6％、中学２年生で 14.0％、「時間の余裕がない」と回答した割合は小学５年生で 22.5％、

中学２年生で 14.0％となっている。 

【世話をする上で大変さを感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.8 

65.2 

66.7 

27.4 

28.1 

26.3 

4.8 

4.5 

5.3 

2.1 

2.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=146)

小学5年生(n=89)

中学2年生(n=57)

家族のお世話をするのは当たり前だと思う

家族のお世話をするのはつらいと思うことがあるが仕方ない

子どもが家族のお世話をする必要はないと思う

無回答

19.9 

19.2 

15.1 

57.5 

1.4 

23.6 

22.5 

20.2 

48.3 

1.1 

14.0 

14.0 

7.0 

71.9 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

気持ちの面で大変

時間の余裕がない

体力面で大変

特に大変さは感じない

無回答

全体(n=146)

小学5年生(n=89)

中学2年生(n=57)
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 「ヤングケアラー」という言葉の認知度について、「聞いたことがあり、内容も知ってい

る」と回答した割合は小学５年生で 4.1％、中学２年生で 22.3％、「聞いたことはない」

と回答した割合は小学５年生で 83.7％、中学２年生で 50.0％となっている。 

【「ヤングケアラー」という言葉の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪検討すべき課題≫ 

 「貧困」の課題を抱えている世帯であると考えられる「中央値の２分の１未満」に該当する世

帯が小学５年生保護者で9.2％、中学２年生保護者で10.7％であり、ひとり親世帯では48.6％、

母子世帯のみでは 54.3％となっている。 

 「中央値の２分の１未満」の世帯では母親、父親ともに「正社員・正規職員・会社役員」の割

合が低くなっており、保護者の就労のための資格取得や能力向上に向けた支援等により、経済

的に困難な状況にある子育て家庭の生活の自立を促進することが重要である。 

 保護者の経済状況や世帯状況により生活実態をみると、等価世帯収入の水準が低い世帯やひと

り親世帯では、学校の授業の理解度について『わからない』と回答する割合が高く、保護者が

子どもの大学への進学を希望する割合が低いなどの傾向があり、保護者の経済状況が子どもの

学習状況に影響を与えている結果となっているため、保護者の経済状況や世帯状況等にかかわ

らず、すべての子どもの自立を支援するための教育環境の充実を図ることが重要である 

 保護者で子育てに関する相談で頼れる人が「いない」と回答した割合が 4.1％、重要な事柄の

相談で頼れる人が「いない」と回答した割合が 4.7％という結果となっている。 

 子どもの居場所について、利用状況は様々であるが、実際に利用した小学５年生では約５割、

中学２年生では約４割に何らかの良い変化がみられている。 

 日常的な家族の世話の有無について、「している」と回答した割合が小学５年生で 19.1％、中

学２年生で 11.4％となっており、そのうち、世話をすることで何らかの生活の影響を回答し

た割合は小学５年生で 23.6％、中学２年生で 19.3％となっている。 

 「ヤングケアラー」という言葉の認知度が低くなっており、ヤングケアラーを早期に発見して

適切な支援につなげるためには、「ヤングケアラー」に関して正しく理解するための啓発が重

要である。 

 近年、子どもの貧困、ヤングケアラー等、子どもや子育て世帯を取り巻く環境においては、様々

な課題が顕在化してきており、個人が抱える課題も複雑化しているため、子どもや子育てを行

う保護者が困難な状況の中で孤立しないよう、相談しやすい体制・環境づくりや、多様な居場

所づくりを進めていくことが重要である。 

 

13.5 

4.1 

22.3 

18.3 

10.5 

25.5 

66.3 

83.7 

50.0 

2.0 

1.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=964)

小学5年生(n=466)

中学2年生(n=498)

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答


